
２０１８年  ２月  ２５日  

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②１０時半    ③１９時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②石井 潤 師  ③石井師 

賛  美  聖歌 454 番 & ～あなたがたがわたしを選んだのではない～ 

主の祈り 

聖  書  ①マルコによる福音書1章32～39節                                                                             

      ②使徒行伝8章１～８節 

特別賛美  ティアラ（高野姉・竹下姉） 

メッセージ  ①｢エッ？イエス様もお祈りされた？｣大川従道牧師                                                                                                                               

      ②「マイナスは必ずプラスになる」石井 潤牧師 

献  金  聖歌500番 ＆ ～イエス愛します～ 

祝  祷               〔献金：青木姉・和田姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  「イエス様は私たちの道」 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日は、「ファミリーの日」のため、第二礼拝後の昼食はありません。 

２．今週の祈祷会：①早天祈祷会/月曜朝６時。②木曜朝 10時半,夜 7時半, 

メッセージは、杉田政志先生(米国･大和祈祷会映像)。③準備祈祷会/土曜夜８時。 

３．来週日曜第二礼拝後、「もちつき大会」を行います！楽しみましょう！ 

 

 
  

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔２/２５～３/４〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
民数記 
１４・１５ 

１６・ 
１７章 

１８－ 
２０章 

２１－ 
２３章 

２４－ 
２７章 

２８・ 
２９章 

３０・ 
３１章 

３２・ 
３３章 

新約 
マルコ６： 
１－３２ 

６：３３ 
－５６ 

７：１ 
－１３ 

７：１４ 
－３７ 

８章 
９：１ 
－２９ 

９：３０ 
－５０ 

１０：１ 
－３１ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

３/8(木):大手家庭集会 11(日):聖餐式/執事会 

18(日):信徒懇談会 22(木):WOGA 25(日):聖歌隊 26(月):長野家庭集会 

 



  
 
 
 
 
 
 
「地震の後に火があったが、火の中にも主はおられなかった。火の後に静かな細
い声が聞えた。」                    列王紀上19章10節 
「静まって（STOP!）、わたしこそ神であることを知れ。わたしはもろもろの国
民のうちにあがめられ、全地にあがめられる。」         詩篇46篇10節 
「神の子らよ、主に帰せよ、栄光と力を主に帰せよ。」      詩篇29篇１節  

平昌冬季五輪が閉幕する。小平選手は良いお手本を示してくれました。 

「スピードスケートの小平奈緒がレースを終え、リンクをゆっくりと回る。客席から大きな歓

声があがる。小平は指を立てて口にあてた。『静かに！次のレースがあるから』と言うかのよう

に。その瞬間の写真が韓国の新聞に添えられていたそうだ。次に控えていた韓国の李サンフ

ァは、五輪での３連覇が期待されていた。小平のしぐさは李への気配りのように見えた。結果

は小平が李にまさった。泣き崩れそうになった李を小平が抱擁したことも韓国メディアは手厚

く伝えた。国際大会で何度も戦うライバルは、やがて友人になった。李は語っている。『彼女

が韓国の家に遊びにきたことがあった。私が日本へ行けば、いつも面倒を見てくれる。特別

な友人だ』。２人で一緒に走ってきた、とも。先日は羽生結弦がスペインのライバルと抱き合

う場面もあった。同じコーチのもとで練習した仲だという。競い合い、励まし合い、尊敬し合え

る友達がいる。そうありたいと願うのは、もちろん競技の世界に限らない。」（大和の週報より） 

小平選手の姿から、何が一体大切なのか？記録が重要なのはもちろんだが、最も大切

なのは、スポーツマンシップを磨き合う場としてのオリンピック。ロシア出身のフィギュア選手たち

も活躍したが、複雑な感覚になる。 

私たちの人生、信仰とは何のためなのか？と問われたら、あなたはどのようにお答えになる

でしょうか？人生に理不尽と思えるような出来事と遭遇したときに、その真価が問われます。 

「いつまでも残るものは、信仰と希望と愛です。その中で最も大いなるものは愛です。」と

パウロが第一コリント13章で語りましたが、その人物は初めは、ステパノを殺し、クリスチャンた

ちを次々に滅ぼして行った存在でした。しかし、その人物が天に昇られたはずのイエス様にお

会いした時に、それまでの自分の生き方、考え方を変えざるを得ない状況になりました。どう

やっても越えることができない壁にぶつかってしまったのです。自分自身が自信を持って否定

し、打ち消してきた世界が実は、大いなる真実であったことを認めざるを得なかったからです。

真剣に人生を生きようとする人は必ず挫折を経験します。それでも、決してあきらめることな

く、真実を求め続けようとする姿勢がパウロにはあったのです。 

「マイナスは必ずプラスになる」 
～真実に向き合う力を養う～ 


